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曽根丘陵公園に落ち葉を見に行ったら、つわぶきの花に出会いました。12月にもなると野の花が咲いている
のを見かけることは少なくなりますが、公園などで冬を彩る花として活躍する花です。濃い緑色で艶があり
分厚いフキのように丸い葉っぱをいくつも生やし、３～５㎝ほどの菊に似た黄色い花をたくさん咲かせます。
つわぶきの花言葉は「謙譲」、「困難に負けない」です。「謙譲」は日の当たらない場所でもけなげに咲いて
いることから。また「困難に負けない」は、厳しい冬季に他の花に先駆けて花をつけることから生まれました。
ことしもここに石蕗の花も私も　山頭火
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去
る
10
月
24
日
（
火
）
令
和
５
年
度

精
神
保
健
福
祉
事
業
功
労
者
表
彰
伝
達

式
・
表
彰
式
が
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
甲
府

に
て
行
わ
れ
、
当
法
人
の
関
係
者
に
つ

い
て
は
下
記
の
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

受
賞
の
栄
に
浴
さ
れ
た
皆
様
、
本
当
に

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

10
月
14
日
、
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ
実
働
訓
練
が
あ
り
、
そ
れ
に
連
携

す
る
形
で
、
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｔ
実
働
訓
練
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

地
震
等
の
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た

際
、
多
く
の
ケ
ガ
人
が
発
生
し
ま
す
。

当
然
、
被
災
都
道
府
県
内
の
医
療
機
関

は
、
そ
の
方
た
ち
の
治
療
に
あ
た
り
ま

す
が
、
搬
送
す
る
道
路
の
陥
没
や
浸
水
、

落
下
物
な
ど
に
よ
る
交
通
障
害
、
電
気

や
ガ
ス
、
水
道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
停
止
、
医
療
資
材
の
不
足
、
医
療
従

事
者
の
負
傷
等
に
よ
り
十
分
な
医
療
を

提
供
で
き
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
に
備
え
て
、各
都
道
府
県
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
機
関
に
「
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ

（
デ
ィ
ー
マ
ッ
ト
）」
と
い
う
災
害
時
に

医
師
や
看
護
師
ら
を
派
遣
で
き
る
チ
ー

ム
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
災
害

発
生
時
に
は
、
全
国
の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
が
各

都
道
府
県
か
ら
被
災
都
道
府
県
に
向
け

て
出
動
し
、
応
援
に
駆
け
付
け
る
と
い

う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

従
来
は
、
そ
の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
が
中
心
と

な
り
、
主
に
身
体
的
な
治
療
を
要
す
る

方
へ
の
ケ
ア
に
当
た
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
平
成
23
年
３
月
11
日
、
東
日
本

大
震
災
が
発
生
。
あ
る
精
神
科
病
院
が

津
波
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
の
停
止
に
よ
り
救
援
要
請
を

出
せ
ず
、
職
員
自
身
の
家
族
の
安
否
も

わ
か
ら
ぬ
ま
ま
、
被
災
当
日
に
勤
務
し

て
い
た
職
員
達
が
ケ
ア
に
当
た
り
ま
し

た
。
そ
の
後
３
日
間
も
の
間
、
救
助
の

手
は
届
か
ず
。
最
終
的
に
被
災
に
よ
る

ケ
ガ
で
24
名
の
死
者
を
出
し
て
し
ま
っ

た
痛
ま
し
い
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
他
、
被
災
後
の
調
査
に
よ
り
、
精
神

症
状
の
た
め
に
避
難
所
に
入
れ
ず
、
避

難
所
を
転
々
と
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
事
例
や
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
に
精
神
科
薬

の
用
意
が
な
く
十
分
な
ケ
ア
が
で
き
な

か
っ
た
事
例
等
が
明
ら
か
と
な
っ
て
き

ま
し
た
。

　

そ
れ
を
受
け
て
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を

専
門
と
し
た
災
害
派
遣
精
神
医
療
チ
ー

ム
「
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｔ
（
デ
ィ
ー
パ
ッ
ト
）」
の

設
置
を
国
が
呼
び
か
け
、
全
国
の
医
療

機
関
に
お
い
て
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｔ
を
設
置
。
当

院
に
も
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

例
年
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
近
県
の
持
ち

回
り
で
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
実
働
訓
練
と
い
う
大

規
模
合
同
訓
練
を
実
施
し
て
お
り
、
今

年
は
山
梨
県
が
幹
事
と
な
っ
た
こ
と
を

受
け
、
10
月
14
日
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
実
働
訓
練

に
連
携
す
る
形
で
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｔ
の
実
働
訓

練
も
合
わ
せ
て
行
わ
れ
、
当
院
も
訓
練

に
参
加
し
ま
し
た
。

　

近
い
将
来
、
中
部
地
区
を
震
源
と
す

る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
発
生
す
る
可
能

性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
当
院

は
被
災
病
院
と
い
う
想
定
で
訓
練
に
参

加
し
ま
し
た
が
、
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｔ
の
一
員
と

し
て
災
害
発
生
時
に
遅
滞
な
く
行
動
で

き
る
よ
う
、
日
ご
ろ
の
備
え
を
し
て
い

き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

（
参
考
…
河
北
新
報
2
0
1
5
年
12
月
12
日
）

Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｔ
実
働
訓
練

令
和
５
年
度

精
神
保
健
福
祉
事
業
功
労
者
表
彰

伝
達
式
・
表
彰
式

【
精
神
保
健
福
祉
功
労
者

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
】

名
誉
院
長　
浅
川　
理

　
精
神
科
医
と
し
て
地
域
の
精
神
障
害

者
の
入
院
・
外
来
医
療
に
尽
力
し
、
ま

た
精
神
保
健
医
療
の
経
験
を
活
か
し
、

教
育
、
産
業
、
福
祉
等
の
様
々
な
分
野

に
お
い
て
地
域
の
精
神
保
健
福
祉
活
動

に
従
事
し
て
い
る
な
ど
功
績
顕
著
に
つ

き
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

【
山
梨
県
精
神
保
健
福
祉
協
会
会
長
賞
】

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー 
き
が
る
館

　

平
成
９
年
に
地
域
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
き
が
る
館
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
生
活
者
の
過
ご
す
場
、
相
談
支
援

の
場
、
活
動
の
場
と
し
て
の
役
割
を
は

た
す
当
時
県
内
初
の
施
設
で
し
た
。
以

来
、
退
院
促
進
事
業
の
実
施
、
地
域
ふ

れ
あ
い
交
流
事
業
、
ハ
ー
ト
ふ
れ
あ
い

祭
り
、
山
梨
県
精
神
障
害
者
社
会
復
帰

関
係
施
設
連
絡
会
の
運
営
、
旧
櫛
形
町

精
神
保
健
福
祉
連
絡
会
事
務
局
等
々
、

常
に
当
事
者
活
動
に
尽
力
し
て
き
ま
し

た
。
今
般
そ
の
功
績
顕
著
に
つ
き
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。
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目　
標

①
心
理
社
会
的
治
療
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
以
下
、
心
社
Ｐ
）
の
見
直
し
や
新
規

セ
ッ
シ
ョ
ン
の
立
ち
上
げ
を
行
う

②
心
社
Ｐ
を
病
院
全
体
で
運
営
で
き
る
よ

う
な
仕
組
み
や
普
及
活
動
を
実
施
す
る

　

心
社
Ｐ
と
は
当
院
で
主
に
入
院
患
者
向

け
に
実
施
し
て
い
る
心
理
教
育
的
ア
プ

ロ
ー
チ
の
一
つ
で
あ
る
。
構
成
が
疾
患
別

の
内
容
に
な
っ
て
い
て
対
象
が
限
ら
れ
て

お
り
、
大
幅
な
改
定
も
な
さ
れ
ず
現
在
に

至
っ
て
い
た
。

　

リ
カ
バ
リ
ー
志
向
の
病
院
を
目
指
し
て

い
く
病
院
の
方
向
性
が
あ
る
中
で
、
治
療

プ
ロ
グ
ラ
ム
委
員
会
と
し
て
も
数
年
か
け

て
内
容
の
改
訂
に
向
け
た
検
討
を
重
ね
て

き
た
。
今
年
度
は
こ
れ
ら
を
形
に
す
る
こ

と
を
目
標
と
し
て
掲
げ
た
。

捗
状
況
や
具
体
的
な
セ
ッ
シ
ョ
ン
内
容

を
報
告

　

筆
者
個
人
で
行
っ
た
職
員
向
け
勉
強
会

で
は
年
間
20
回
実
施
し
、
病
棟
職
員
以
外

の
職
種
含
め
延
べ
66
名
参
加
し
た
。

③
患
者
へ
の
周
知

　

新
し
く
な
っ
た
心
社
Ｐ
の
全
体
像
が
分

か
る
案
内
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
各
病
棟
に

掲
示
し
た
。（
図
２
参
照
）

　

一
度
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
の
で
は
な

く
、
約
半
年
か
け
て
順
番
に
入
れ
替
え
を

行
っ
て
い
っ
た
。
そ
れ
に
伴
い
新
し
く
導

入
す
る
月
に
は
そ
の
具
体
的
な
内
容
が
わ

か
る
ポ
ス
タ
ー
を
改
め
て
掲
示
し
た
。

（
図
３
参
照
）

④
記
録
シ
ー
ト
改
変

　

運
営
上
の
質
問
や
意
見
、
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
気
づ
い
た
事
な
ど
を
記
載
し
て
い
く

方
式
に
変
更
。

⑤
運
営
準
備

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
運
営
す
る
新
し
い
担
当

ス
タ
ッ
フ
と
各
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
当
日
の

進
行
方
法
や
役
割
分
担
な
ど
を
念
入
り
に

打
ち
合
わ
せ
て
運
営
上
の
不
備
が
な
い
か

確
認
し
た
り
、
不
安
の
解
消
を
図
っ
た
り

し
た
。

　

概
ね
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り
に
想
定
し
て

い
た
全
て
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
導
入
を
終
え

る
こ
と
が
出
来
た
。
疾
患
論
だ
け
で
な
く

リ
カ
バ
リ
ー
を
中
心
と
し
た
テ
ー
マ
別
に

内
容
を
改
定
し
た
こ
と
で
、
Ａ
病
棟
入
院

患
者
に
お
け
る
年
間
の
心
社
Ｐ
へ
参
加
者

割
合
と
し
て
も
前
年
度
が
24
％
に
対
し
、

今
年
度
は
38
％
で
増
加
す
る
こ
と
が
出

来
、
よ
り
多
く
の
方
へ
提
供
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

　

今
回
リ
カ
バ
リ
ー
志
向
に
よ
る
心
社
Ｐ

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
う
こ
と
が
で
き

た
。
今
後
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
さ
れ
る
患

者
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
リ
カ
バ
リ
ー
に
ど
の
よ

う
に
寄
与
し
て
い
け
る
か
な
ど
導
入
後
の

検
証
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
こ
れ
か

ら
も
時
代
に
合
わ
せ
て
内
容
を
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
し
続
け
て
い
き
た
い
。

①
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

委
員
会
メ
ン
バ
ー
に
て
分
担
し
新
規
に

作
成
し
た
り
、
既
存
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
統

合
や
手
直
し
を
行
っ
た
り
し
た
。

（
図
１
参
照
）

②
職
員
へ
の
周
知

　

改
訂
に
関
す
る
職
員
へ
の
周
知
と
し
て

は
以
下
の
方
法
で
取
り
組
ん
だ
。

・
新
し
い
心
社
Ｐ
に
関
す
る
勉
強
会
を
Ａ

病
棟
中
心
に
年
間
通
し
て
実
施

・
Ｃ
病
棟
で
は
病
棟
委
員
会
ス
タ
ッ
フ
に

よ
る
伝
達
講
習
会
を
実
施

・
法
人
内
職
員
向
け
研
修
の
ミ
ニ
研
修
枠

に
て
内
容
を
紹
介

・
院
内
電
子
掲
示
板
に
て
情
報
掲
示

・
Ｏ
Ｔ
ス
タ
ッ
フ
へ
は
運
営
会
議
に
て
進

結　
果

ま
と
め

◇殊勲賞◇
OT・PTG
清水　悠司

目
標
設
定
の
背
景

図１

図２図3

取
り
組
み
内
容
１

取
り
組
み
内
容
2

取
り
組
み
内
容
3

取
り
組
み
内
容
4

取
り
組
み
内
容
5
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　 興味のある方、見学や利用をお考えの方は、スタッフまで
　 気軽にご相談ください。　☎055－282－2151

＊ホームページをぜひ、ご覧ください。 

峡西病院　リハビリのご案内 検索

【
活
動
曜
日
】
第
４
金
曜
日　
　
【
活
動
場
所
】
ミ
ー
テ
イ
ン
グ
ル
ー
ム
１

【
活
動
内
容
】

　
リ
ハ
セ
ン
内
の
情
報
を
、
利
用
さ
れ
て
い
る
皆
様
に
発
信
す
る
手
段
と
し

て
「
リ
ハ
セ
ン
フ
レ
ン
ズ
新
聞
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
こ
の
新
聞
を
作
成

す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
リ
ハ
セ
ン
新
聞
作
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　
記
念
す
べ
き
第
１
号
は
令
和
元
年
９
月
25
日
に
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

時
の
記
事
は
、
ま
だ
建
設
中
で
あ
っ
た
与
進
館
に
リ
ハ
セ
ン
が
移
る
こ
と
、

移
っ
た
後
の
リ
ハ
ビ
リ
の
内
容
（
３
つ
の
ユ
ニ
ッ
ト
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
目
的
に
合
っ
た
活
動
を
行
う
こ
と
）
に
つ
い
て
で
し
た
。
４
年
が
経
ち
、

現
在
は
２
～
３
名
の
記
者
と
と
も
に
毎
月
活
動
し
て
い
ま
す
。
記
事
の
内
容

や
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
を
あ
れ
こ
れ
話
し
合
う
の
は
楽
し
い
時
間
で
す
。ま
た
、

新
聞
が
出
来
た
時
の
喜
び
や
達
成
感
も
味
わ
え
る
活
動
で
す
。

 「
リ
ハ
セ
ン
新
聞
作
成
」

プログラム紹介

　10月23日（月）、リハビリテーションセンターの
秋の行事が行われました。今回は「BBQ」と「河口
湖への外出ツアー」の２本立ての開催となりました。
　BBQは院内の芝生広場にて行われ、晴天の中、お
肉をはじめ、野菜や焼きそば、おにぎりと、豊富な
メニューが用意され、たくさんの方から「お腹いっ
ぱい…!!」の声を聞くことができました。火おこし
や調理などみなさんに協力いただき、とても楽しく、
達成感のある時間となりました。
　河口湖への外出ツアーでは、宝石博物館の見学と
大石ハナテラスの散策を行いました。こちらも暑い
ほどの天候の中、壮大な富士山を近くに感じながら
ソフトクリームを食べたりと、久しぶりの遠出を楽
しむことができました。
　行事は年４回開催されており、メンバー主体と
なって企画を行っています。次の行事は何かな？と
すでに楽しみです…！

　

10
月
21
日
（
土
）、
芝
生
広
場
で
カ
ラ
オ
ケ
大
会

を
行
い
ま
し
た
。
事
前
に
歌
い
た
い
方
を
募
り
、
多

く
の
方
の
参
加
希
望
が
あ
り
ま
し
た
。
時
間
の
都
合

も
あ
り
病
棟
、
老
健
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー（
以
下
、
リ
ハ
セ
ン
）
な
ど
か
ら
各
２
名
程
が

参
加
し
午
前
９
名
、
午
後
８
名
の
方
が
熱
唱
し
ま
し

た
。
カ
ラ
オ
ケ
会
場
の
周
り
で
は
、
他
部
署
か
ら
の

協
力
を
得
て
焼
き
そ
ば
、
今
川
焼
、
ク
ラ
ッ
シ
ュ

ジ
ュ
ー
ス
の
ブ
ー
ス
を
作
り
飲
食
の
提
供
を
行
い

ま
し
た
。
皆
さ
ん
が
希
望
の
ブ
ー
ス
に
食
べ
た
い
も

の
を
取
り
に
行
っ
た
り
、
ス
タ
ッ
フ
が
テ
ー
ブ
ル
ま

で
届
け
た
り
し
ま
し
た
。
テ
ー
ブ
ル
で
は
カ
ラ
オ
ケ

を
聞
い
た
り
他
患
と
談
笑
し
た
り
し
な
が
ら
美
味

し
そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。
当
日
は
天
気
に
も
恵

ま
れ
暖
か
な
日
の
光
を
浴
び
て
の
ん
び
り
と
過
ご

さ
れ
、
大
盛
況
の
会
と
な
り
ま
し
た
。

若尾理学療法士を中心に講義をする機
会がありました。当日６名の対象者の
前で実技を含めた講義をしました。

“いつもの介助の仕方”を言葉に表す
ことの難しさを痛感しました。
来年またリベンジしたいと思います！

「秋のフレンズ行事」
が開催されました

11月９日
新任者研修
「トランスファーについて」
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＊峡西老健のホームページも
　ご覧ください。

峡西老健
の 理 念峡西老健 検索

～あなたに優しく、あなたを想い、あなたと結ぶ～

ＯＴ主催の喫茶レク
『甘味処』が開店し
ました。特製の大根
の煮物とともに、甘
酒、おしるこ、コー
ンスープなどの飲み
物を召し上がりまし
た。また、希望者に
は抹茶を目の前で点
てて、本格的な抹茶
も楽しまれた様子で
した。

『甘味処』を時間が許す限り、職員と一緒に楽しまれました。いつもの
おやつと違い、特製の大根の煮物に舌鼓を打ちながら、憩いの時間を
楽しまれた様子でした。

デイケアでは、毎年恒例のハロウィンパーティーを行ないました。
パーティーに間に合うように職員と利用者様で力を合わせて、大きなかぼちゃなどの
飾りを作成しました。様々なお菓子を食べながら、雰囲気を楽しまれました。
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今回は、P.N.稗田礼二郎さんにおすすめの
本を聞きました！

本の題名：暗黒神話
（作者：諸星大二郎／出版社：集英社）

●読んだきっかけは？
　10年ほど前、妖怪ハンター（こちらもおすすめ）を読んだ流れで…。唯一無二と称されること
の多い諸星マンガは自分の好みで、ハズレがないので!!

●おすすめのポイントは？
　幼い頃に亡くなった父親の死の真相を探る中で、ある洞窟にたどり着く。その洞窟の中で遭遇
したのは…。ありがちな始まりですが、ここから想像を絶する、壮大な物語が展開されます。

　数えきれないほど読んでいるのに、読み返すたびに初見と違わず心震える作品です。神話や
遺跡、登場人物それぞれの苦悩、作品全体を覆う作者独特の不気味な雰囲気…。もう40年以上
前の作品ですが、10年前に読んだ自分の心はがっちりと掴まれたままです。未だに、自分が
主人公の少年だったら何を選択するのか…などと思いを馳せるのです。

　特定医療法人南山会は常によりよい医療を行うことによって、地域社会に貢献することを目的として
設立されたものである。職員は常に技術の向上に心掛けるとともに、知性を磨き品性を養い、自己の人間
形成に努めるべきである。

■ 職業倫理
１．患者の人格の尊厳と権利を尊重し、心のこもった対応をして信頼を得ること。
２．最善の医療を提供するために、常に学術的知識と技術の習得に努めること。
３．自らの義務と責任を自覚して人格を高めること。
４．職場内外の医療専門職の権利を尊重すること。
５．医療の公共性を重んじて地域社会に貢献するとともに、法規範を遵守すること。
６．良質の医療を提供するために、自ら心身の健康保持と増進に努めること。
７．精神障害者に対する理解を深め、精神障害者がその障害を克服して社会復帰をし、自立と社会経済活
動への参加をしようとする努力に対して協力すること。
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私
の
趣
味
は
「
ペ
ッ
ト
」
で
す
。
ヒ
ョ
ウ

モ
ン
ト
カ
ゲ
モ
ド
キ
と
い
う
ヤ
モ
リ
を
４
匹
、

60
㎝
の
水
槽
が
２
つ
、
ハ
ム
ス
タ
ー
を
飼
育

し
て
い
ま
す
。
毎
日
ご
飯
を
あ
げ
た
り
、
水

を
換
え
た
り
と
や
る
こ
と
も
多
く
大
変
で
す

が
、
仕
事
終
わ
り
な
ど
に
水
槽
を
眺
め
た
り

触
れ
合
っ
た
り
す
る
こ
と
は
日
々
の
ス
ト
レ

ス
や
疲
れ
を
癒
し
て
く
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら

の
時
期
は
寒
く
な
っ
て
く
る
の
で
、
温
度
管

理
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の

電
気
代
が
恐
ろ
し
い
で
す
。
ヤ
モ
リ
は
一
般

的
に
は
あ
ま
り
好
意
的
に
見
ら
れ
な
い
こ
と

が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
実
は
と
て
も
魅
力

的
で
あ
り
個
人
的
に
は
お
す
す
め
で
す
。
犬

や
猫
の
様
に
な
つ
く
こ
と
は
ほ
ぼ
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、私
の
姿
を
見
る
と
シ
ェ
ル
タ
ー

か
ら
出
て
来
て
ご
飯
を
お
ね
だ
り
す
る
よ
う

に
、
こ
ち
ら
の
様
子
を
う
か
が
っ
て
ま
す
。

そ
の
時
の
表
情
が
何
と
も
言
え
な
い
可
愛
さ

を
も
っ
て
い
ま
す
。
触
っ
た
と
き
も
ひ
ん
や

り
ぷ
に
ぷ
に
し
て
お
り
、
い
つ
ま
で
も
触
っ

て
い
た
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
水
槽
に
は
熱
帯
魚
が
複
数
は
い
っ
て
お
り
、

見
る
角
度
に
よ
っ
て
柄
の
見
え
方
や
光
り
方

が
違
い
面
白
い
で
す
。
水
槽
の
中
に
は
熱
帯

魚
以
外
に
水
草
も
入
っ
て
い
る
た
め
水
草
の

成
長
も
楽
し
め
ま
す
。
熱
帯
魚
た
ち
は
エ
サ

を
あ
げ
よ
う
と
近
づ
く
と
集
ま
っ
て
く
る
の

が
可
愛
く
て
つ
い
つ
い
多
め
に
あ
げ
た
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
あ
げ
す
ぎ
も
良
く

な
い
の
で
グ
ッ
と
こ
ら
え
て
我
慢
す
る
こ
と

が
大
事
で
す
。

　

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
大
き
な
環
境
の
変

化
が
あ
り
未
だ
に
慣
れ
ず
に
大
変
で
す
が
、

ペ
ッ
ト
た
ち
に
癒
さ
れ
な
が
ら
仕
事
も
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

リ
ス
タ
ー
ト　
伊
藤

　

指
揮
者
と
い
う
と
ど
ん
な
存
在
を
思
い

浮
か
べ
る
だ
ろ
う
か
。
皆
の
前
で
や
た
ら

腕
を
振
っ
て
い
る
人
と
か
、
四
拍
子
の
図

形
を
必
死
で
描
い
て
い
る
人
な
ど
が
思
い

浮
か
ぶ
の
だ
ろ
う
か
。

　

指
揮
に
も
基
本
的
な
技
術
が
あ
り
、
日

本
式
の
指
揮
法
で
あ
る
斎
藤
方
式
で
は
、

叩
き
、
し
ゃ
く
い
、
平
均
運
動
な
ど
多
く

の
基
本
的
な
動
き
が
あ
り
、
状
況
に
応
じ

て
こ
れ
ら
を
使
い
分
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
絶
対
の
方
法
が
あ
る
わ
け

で
は
な
く
、
要
は
演
奏
者
達
が
指
揮
者
の

望
む
演
奏
を
し
た
く
な
っ
て
し
ま
う
よ
う

な
方
法
が
い
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
演
奏

者
が
学
生
レ
ベ
ル
で
あ
っ
て
も
成
立
し
、
演

奏
者
本
人
さ
え
気
づ
か
ぬ
う
ち
に
指
揮
者

の
要
求
通
り
に
演
奏
し
て
し
ま
う
と
い
う

こ
と
が
起
こ
り
う
る
。
こ
う
い
う
指
揮
が

で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
振
っ
て
伝
わ
る
こ
と

を
喋
る
の
は
時
間
の
無
駄
に
な
る
し
、
い
つ

で
も
指
揮
者
の
要
求
通
り
の
演
奏
に
な
る
。

  

振
っ
た
通
り
に
演
奏
し
て
く
れ
る
と
い

う
の
は
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
が
、
そ
れ
は

指
揮
者
が
気
を
抜
け
な
い
こ
と
も
意
味
す

る
。
ち
ょ
っ
と
別
の
こ
と
を
考
え
る
と
演

奏
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
の
だ
。そ
れ
で
も
、

こ
う
い
う
非
言
語
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
楽
し
い
し
、
当
事
者
以
外
が
想

像
す
る
よ
り
は
る
か
に
多
く
の
情
報
が
交

換
で
き
る
。
指
揮
に
思
う
よ
う
に
反
応
し

な
い
と
き
に
は
、
演
奏
者
が
本
当
に
や
り

た
い
演
奏
が
伝
わ
っ
て
く
る
の
で
、
じ
ゃ

あ
そ
う
や
っ
て
ご
ら
ん
と
指
揮
を
変
え
る

と
、
急
に
生
き
生
き
し
た
演
奏
に
な
る
。

　

プ
ロ
の
指
揮
者
の
中
に
は
、
演
奏
す
る

曲
の
楽
譜
の
全
て
を
覚
え
る
人
も
い
る
。

私
は
そ
こ
ま
で
は
で
き
な
い
が
、
指
揮
を

す
る
と
き
に
本
番
で
は
楽
譜
が
不
要
な
程

度
に
は
暗
譜
す
る
。
指
揮
を
す
る
こ
と
は

演
奏
す
る
こ
と
で
も
あ
り
、
楽
譜
か
ら
は

離
れ
て
、自
分
の
中
に
そ
の
曲
を
構
成
し
、

そ
れ
を
全
身
全
霊
で
表
現
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
楽
譜
を
見
る
の
は

邪
魔
に
な
る
。

　

演
奏
者
の
や
り
た
い
こ
と
を
察
知
し
、

自
分
の
や
り
た
い
こ
と
と
合
成
し
、
そ
れ

を
演
奏
者
に
、
音
が
鳴
る
ほ
ん
の
僅
か
前

に
提
示
し
続
け
る
の
が
指
揮
を
す
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

診
療
部　
長
坂

　

つ
い
こ
の
間
ま
で
は
、
ニ
ュ
ー
ス

等
で
「
季
節
外
れ
の
夏
日
が
…
」
と

い
っ
た
フ
レ
ー
ズ
を
よ
く
耳
に
し
て

い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
か
と
思
え

ば
今
度
は
一
気
に
気
温
急
低
下
、
秋

を
す
っ
飛
ば
し
て
冬
に
突
入
と
い
っ

た
雰
囲
気
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

実
際
、
あ
ま
り
に
急
激
な
温
度
変
化

の
た
め
に
、
木
々
は
色
づ
か
せ
る
前

に
葉
を
落
と
し
て
し
ま
い
、
今
年
の

紅
葉
は
例
年
に
比
べ
て
イ
マ
イ
チ
で

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

山
々
が
錦
に
染
ま
る
様
子
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
人
間
か
ら
す
る
と
、

こ
の
状
況
は
と
て
も
寂
し
い
も
の
で

す
が
、
ふ
と
、「
木
々
に
と
っ
て
、
こ

の
異
常
（
に
思
え
る
）
気
象
は
ど
う

だ
っ
た
か
」
な
ど
と
考
え
て
し
ま
い

ま
し
た
。
長
か
っ
た
夏
に
い
っ
ぱ
い

の
日
差
し
を
浴
び
て
、
ぐ
ん
ぐ
ん
成

長
で
き
た
こ
と
を
喜
ん
で
い
た
の
で

し
ょ
う
か
。
そ
れ
と
も
人
間
と
同
じ

で
、
例
年
と
は
異
な
る
季
節
の
移
り

変
わ
り
に
、
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
た
り

体
調
を
崩
し
た
り
し
た
の
で
し
ょ
う

か
。
お
話
し
で
き
る
も
の
な
ら
ば
、

一
度
彼
ら
に
直
接
聞
い
て
み
た
い
と

こ
ろ
で
す
が
、
そ
の
機
会
は
私
が
生

き
て
い
る
間
に
は
訪
れ
そ
う
に
な
い

こ
と
が
残
念
で
す
。

　

ふ
と
遠
く
に
目
を
や
れ
ば
、
い
つ

の
間
に
か
八
ヶ
岳
の
頭
は
真
っ
白
に
。

夕
暮
れ
の
空
は
、
日
に
日
に
透
明
感

を
増
し
て
い
き
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
っ

と
寒
く
な
っ
て
い
く
の
だ
な
ぁ
、
そ

う
い
え
ば
、
年
末
も
す
ぐ
そ
こ
だ
。

な
ん
と
な
く
慌
た
だ
し
さ
を
感
じ
な

が
ら
、
年
末
年
始
の
仕
事
の
進
め
方

や
、
家
の
大
掃
除
の
計
画
を
考
え
る

の
で
し
た
。
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※敷地内全面禁煙です

今
月
も
お
あ
し
す
に
素
敵
な
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

12月
お
ね
だ
り
し
て
い
る

我
が
家
の
愛
犬
プ
リ
ン
で
す
。

※
掲
載
は
五
十
音
順
で
す
。

 ２日　院内研修 看護副主任研修

23日　院内研修 看護主任研修

27日　院内研修
　　　 看護リーダー研修

28日　年内外来最終日
　　　（１月４日外来診療開始）

年
忘
れ
テ
レ
ビ
見
な
が
ら
そ
ば
を
食
う

	

石
坂
　
克
巳

焼
き
芋
の
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に
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わ
れ
子
等
の
笑
みカ

ナ
メ

年
の
瀬
の
夜
間
配
送
急せ

く
君
よ	

惠
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冬
晴
れ
や
鉈
歯
の
如
き
八
ツ
の
峰

	

塚
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光
明

年
の
暮
雑
炊
た
い
て
朝
食
に	

保
坂
五
十
鈴

不
思
議
な
く
ら
い
力
が
わ
い
て
く
る
ね

	

渡
辺
奈
美
子
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